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株式会社 辰のスタートにあたり
 首都圏の “建築屋” として展開していた、「株式会社ユニホー辰カンパニー」は、10 月 1 日に新設分割し、「株式会社辰」
として新たなスタートを切りました。皆様方には並々ならぬご支援、ご協力をいただきましたこと、厚く御礼申し上げます。
　さて、当社は 1999 年 10 月 1 日に「株式会社辰 ( ユニホー 100% 子会社 )」として発足し、2008 年 1 月 1 日、企業価
値の向上を図るため、親会社の株式会社ユニホーと合併いたしました。しかし、“特徴ある建築屋” を更に飛躍させるには、
分社し自主自立したほうがより極めることが出来ると判断し、今回の決定に至りました。

　ご承知の通り、日本は成熟社会に入り、さまざまな価値観が見られるようになりました。そのような状況で共通していえ
ることは「本物志向」であるということです。特に建築は、基本性能を満たすことはもちろん、快適性やデザイン性、更に
は心を高め豊かな気持ちにさせてくれるものーつまり “文化” が加わってこそ、「心の時代」といわれる２１世紀の流れに沿っ
た、本物の建築といえるのではないかと思います。
　そのような観点に立ち、当社は本物の建築と積極的に取り組み、社会から必要とされる会社を目指します。そのために、
具体的に以下の行動を展開します。

 1)「総合」を捨て「専門」の施工会社としての “建築屋” に磨きをかけ、その分野で日本一になる
 2) 社会から吟味され、選ばれる” 本物の良い会社” を目指す
 3) 情熱を持ち、常に難しい仕事に挑戦することで進化し続ける

　今後とも、皆様のご支援ご鞭撻のほど、宜しくお願い申し上げます。
代表取締役　森村和男　

clover house   撮影：阿野太一
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  　三軒茶屋から徒歩 8 分ほどの「賃貸住宅とオーナー住戸からな
る集合住宅」である。もともと一戸建てが建っていた計画地は、北側
には都市計画道路、南東に区道、西側に公園と大学の所有する空地
と、周辺に建物がないアイランド状の土地で、緑も多く、都心では恵
まれた条件の敷地といえる。一方、居住者からすれば、四方からの視
線にさらされることになり、この建物はその外部と内部の視線の関
係の調整が重要な課題となった。
　日影規制と斜線制限を検討すると、場所によって確保できる高さ
が異なってくるため、外形をその制限の線に合わせ 3 つのブロック
に分けて可能な限り高さを確保していった。構造は、中央に耐震要
素を設けた「耐震壁付きラーメン構造」として、外周を全て開口とし
ながら、独立性の高い住戸を作り出している。
　全方位に向かって開かれた外壁に、視線を制御するスクリーンと
して既製の有孔折板（防風・防雪折板）を採用し、カーテンのように
光と風を通しながら、プライバシーを確保している。内部も、それぞ
れ個性的な室内を作り出している。  　　　　　　　（工藤徹氏 談） 

clover house 

①夕景。車の往来は比較的
少ない②ブロックの中央に
ある建物入口③半地下の W
住戸④中央に水周りを集め
た E2 住戸⑤レベル差のあ
る W2 住戸。バルコニーの
柱は鉛直方向を支える⑥階
段室を 3 階共用部から臨む
⑦オーナー邸リビングダイ
ニ ン グ。最 大 天 井 高 は
5,250mm⑧視 線 を 遮 る 部
分と開く部分で効果的なプ
リーツ⑨開口率 27％のプリ
ーツが都会の風景を演出。

①

②

⑨

　都心の建物の大きな開口部の視線制御方法としていろんな提案をみかけるが、この有孔折
板のスクリーンはコスト的にも機能的にも、今後も効果を発揮すると考えている。
　これまでも、耐震構造を中央に集める手法でいくつかの集合住宅を建ててきたが、今回のよ
うに建築主と施工会社と我々との 3 者の信頼関係が良好であればあるほど、コンセプトを理
解いただき、いろいろな試みを実践できると考えている。　　　　　　　　　( 北山恒氏 談 )
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街のイメージとなる、3 棟構成の集合住宅

所在地：世田谷区　構造：RC 造（耐震壁付きラーメン構造）　規模 : 地下 1 階、地上 6 階
用途：共同住宅
設計：architecutre WORKSHOP ／　工藤徹　山本恭子
構造設計：江尻憲泰／江尻憲泰構造設計事務所
企画：タカギプランニングオフィス
施工担当：高島、中川、田所　　竣工：2010 年６月　　撮影：阿野太一
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上原駅前商店街振興組合のみなさん

　今、地方の商店街の衰退が、方々で語られています。地域の人々
のつながりが希薄になるにつれ、地元の商店街の活気も失われつつ
あると言われています。しかし都心の駅前商店街はまだまだ元気。
今年 4 月に、弊社施工により新しい会館を竣工された、代々木上原
の「上原駅前商店街」もその一つ。今月は古い歴史を持つ商店街振
興組合の皆様に活気ある商店街作りにかける思いを伺いました。

　上原駅前商店街組合のスタートは昭和 2 年。小田急小田原線の開
通と同時に始まりました。徐々に町は開け、商店街も代々木八幡の
奨励会といわれた時代から創設 80 年を迎えました。
 　理事長の児玉様によると、「振興組合になってからも 20 数年経
ちます。加盟店は 120 店を数え、組織としてもきちんとしなくては
ならない」とのこと。普通の協同組合と違い、振興組合は、毎年行
政に会計報告をしなくてはならないのでしっかりとした体制作りが
欠かせません。
　さて、この商店街の特徴はどんなところにあるのでしょうか。

「すり鉢状の土地に連なり、地形的には良くないと言われています
が、戦後は長いこと、渋谷区で売り上げベスト 3 を続けてきたんで
すよ。今は近隣の大きな商業地域が発展してしまいましたが。スター
トの頃は、裸一貫でやってきて商売を始め、今やビルオーナーで余
裕のある方も少なくありません。商売から引退されて、テナントビ

上原駅前商店街、ここにあり！

所在地：渋谷区
構造：S 造　
規模：地上 3 階
用途：事務所
設計：塚田豊
施工担当：塩　

ルとして、お店を貸している方もいて、以前より飲食店の割合が
ふえましたね」と児玉様。そのためか、役員のなり手は、限られ
たメンバーに偏りがちのところが悩みの種。
　
　生鮮食品のお店はほとんどなくなり、スーパーも 1 件だけと
なったそうですが、代わりに商店街を支えるのがインターネット。

「上原駅前どっとコム」（http://www.ueharaekimae.com/）
というホームページを設けて、加盟店のご紹介やイベントの告知、
さらに商店街独自のクーポンを発行して取り扱い店の情報も掲載
しています。「遠方から来られるお客様は、ほとんどインターネッ
トの情報を見てくるね」と IT 担当の役員の方。

　取材当日は、9月22,23日に行われる恒例の秋祭りの準備の真っ
最中。作業を進める皆様のうち、商店街の初代理事長の小川さん
は今年 85 歳。代々木八幡の氏子総代も務める、長老の一人です。

「戦争中は、軍の施設のために、線路側の店舗は強制疎開させら
れたこともあったんだ。空襲があったのは、忘れもしない昭和
19 年 5 月 29 日。でも戦後はどんどん発展したね」　と振り返ら
れます。
　駅前の升本酒店の松田様は、新事務所建設委員の一人。商店街
発足当時から今もご商売を続けられています。

「新しい事務所は、スケルトンで中が見えるし、裏の通りの店も
見えるからいいね。どんどん使っていきたいね」
　通常なら商店街の事務所は商店街だけのものになりがちです
が、こちらでは「商店街」と「町会」、「祭典会」という 3 つの組
織が利用していきます。

「何するにも協働で行う、他にはない体制だと自負しています」
と児玉様。
　今後は活性化に向けてどのような具体的な方策を打ち出してい
きますか。
　「商店街が地域の人を呼び込むには、まず、大人だけでなく、
子どもを中心にしていかなくてはだめです。お祭りや盆踊りなど、
お母さんお父さんにも子どもさんと来てもらって、商店街の良さ
を知ってもらう。この新しい会館を核にして『上原商店街ここに
あり』とその名を広めていきたいですね」
　夕暮れどき、誰もいなくなった会館の 1 階にきれいな神輿が飾
られています。何人もの子どもたちが覗いていきました。

上原駅前商店街振興組合の役員の
皆さん。お祭りの準備も終わり、
新しい会館の前で記念写真。

9 月のお祭りは一番のイベント。
地域の子供たちも楽しみにして
います。
写真提供：商店街ホームページ

「うえはら駅前どっとコム」

お孫さんを抱く、こだま式典の
児玉理事長

総務部長を務める、白川
さんは印刷屋さん

駅前の顔「升本酒店」
松田様は厚生部長。

宣伝部長、HP 関係
担当は、「焼肉てら
うち」さん

自転車屋さんの川辺さ
んは振興部長と新規組
合員獲得担当

お茶の「志太園」市川
さんは、事業部長売り
出し担当。



 今月は、またリフォーム物件のご紹介です。
　Y 様は中野区江古田にある築 38 年の 3 階建てのアパートを、父上から引き継ぎました。当初は、建て替えも検討されましたが、建物が個性的な
デザインだったため、既存のプランを活かした、デザイン性のある建物にリフォームすることにしました。企画・管理は、この地域で実績の多いタ
カギプランニングオフィスです。どんな建物ができあがったでしょうか。施主の Y 様と設計の谷尻誠氏に、お話をうかがいました。

その後、

お住まいはいかがですか

所在地：中野区
構造： 鉄骨造
規模：地上３階 + 塔屋
用途：集合住宅
設計：谷尻誠／サポーズ
デザインオフィス
改修場所：内装、外部手
すり等塗装工事、キッチ
ン、浴室等設備工事
完成：2010 年 8 月
施工担当：若井、松前

・株式会社辰になり、ホームページも更新しております。また弊社の社内ギャラリーも展示作品を更新しました。どうぞご来社の上、ご覧ください。

①屋上。温室を変更して浴室に②3 階のルーフバルコニー③3 階 301 号室。屋上浴室へは中央の
はしごで。入り子状の個性的なプライベートスペース付き④1 階 102 号室。モルタルの床、天
井には格子状の板で隙間を見せる⑤2 階 203 号室。トラスの黒と、壁・床の白の塗装のコント
ラストが新しい⑥1 階 101 号室の玄関とバス、トイレ⑦101 号室の個室⑧102 号室のキッチン

③

アルゴ・エゴタ
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①

⑤ ⑥

⑦ ⑧

編集後記

第 30 回　リフォーム編：argo egota

ー躯体のプランはほとんど変更ないそうですね。
Y 様：内装をフルリフォームしたという感じです。古い建物だったの
ですが、屋上に温室があったり、３階にルーフバルコニーがあった
りと、特徴のあるデザインだったもので、それを活かしてみるのも
面白いかなと思ったんです。もともと僕は建築が好きで、借り手の
立場になってものを作ってみたかったんですね。既存のものを活か
すデザインが気に入っていた谷尻誠さんに設計をお願いしました。
ー既存のサッシをそのまま使い、モルタルの床や鉄骨をあらわしに
して建物本来の姿を強調しながら、新しい素材をあちこちに取り入
れられています。
Y 様：周辺はアパートが多く、リーズナブルなコストで差別化を図っ
ていただければと思いました。

　設計の谷尻誠氏にも、コメントをいただきました。
「このプロジェクトは、江古田にある古い鉄骨造３階建ての賃貸ア
パートのリノベーションです。今までは、１階、２階を賃貸として、
３階はオーナー住居として利用されていました。各階へは専用のア
プローチ、また各階違った間取りのある計画となっており、リノベー
ションをきっかけとして、建物全体を賃貸することが当初から決まっ
ていました。
　かなりの老朽化が進んでおり、また性能も決して高い建物ではな
かったので、私たちは、リノベーションという行為が、性能を確保
していきながら、空間としての魅力が生まれる計画を提案させてい
ただきました。具体的には、１階は布基礎でできていたため、床下

からの湿気を防ぐために床を全て撤去して土間のある空間に、３
部屋が並んでいる２階は、中心の部屋以外の天井を抜いて隣家と
の遮音工事を、３階は防水工事に伴い外断熱を、また当初から屋
上に設置されていた温室を利用して、とても大きなバスルームを
計画しました。

　各部屋に共通して言えることは、大きな間取りの変更をするこ
となく、減築していくことで空間の魅力と性能を確保していった
ということです。減築といっても、単純に減らすのではなく、ど
う減らしていくかということを我々は慎重に考え、残し方を設計
していきました。出来上がった空間は、数十年という時間を経過
した部分が過去の記憶を継承しながらも、新しさのある、この場
でしか成立しない空間が出来上がりました。

　これからの時代、リノベーションという行為が、より社会で必
要となっていく中で、私たちは従来の解体という作業の中に、新
しい設計の方法を見つけ出し、これからのリノベーションにおけ
る設計の拡がりをここでは求めました。時間を経過した空間と、
新しさが共存する空間は、なんだかビンテージのジーンズと、新
しいシャツの着こなしのような、ほどよく力の抜けた居心地の良
い空間になったのではないかと思います」
　
　それぞれが個性的な部屋に生まれ変わり、入居者の方の新しい
暮らしを演出していくことでしょう。
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